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官民が一体となって、ＧＸをはじめとした成長分
野への県内投資や産業集積を更に拡大するとともに、
国内外に向けた可能性を持つ農林水産業や観光業を
稼げる産業へと成長させ、本県の「稼ぐチカラ」を
一層飛躍させます。

やまぐち未来維新プランに沿って進めてきた県づくりの成果の上に立って更なる飛躍を目指し、暮らし
を守り支える原動力である「強い産業」を実現し、その成果を４つの「安心」として県民に届ける、「成
長と安心の好循環」に向けた取組を速やかにスタートします。

Ⅱ 「成長と安心の好循環」に向けた取組の始動

１ 未来をつくる「稼ぐチカラ」の強化 ２ 人生100年を支える「安心」の確立

人生のどの段階においても不安を感じることなく
歩み続けられる山口県を目指し、４つの柱により人
生のすべてのステージを支える確かな安心の確立を
図ります。

（２） 強い農林水産業の育成

（１） 世界と戦える成長産業の戦略的集積 （１） 育ち、育てる「安心」

（２） 働ける「安心」

（３） 豊かに暮らせる「安心」

（４） 長く健やかに生きる「安心」

（３） 多彩な魅力を活かした観光産業の振興

（４） 地域経済を支える中小企業の強化
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新 国の「ＧＸ戦略地域」選定に向け、官民一体となっ
てコンビナート企業によるプロジェクト創出を支援

・県とコンビナート企業、金融機
関等からなるコンソーシアムに
よる戦略地域選定に向けた推進
体制を整備

・コンビナート企業の新規プロ
ジェクトの事業可能性調査を支
援し、取組を強力に推進

カーボンニュートラルコンビナートへの転換に向け
た実証試験や設備投資等への支援を強化

・研究開発・実証試験、設備・施設整備について、ニーズ
を踏まえ、支援期間を１年延長

・事業可能性調査を実施している場合の設備・施設整備
補助への応募要件の拡大

新たな道路整備計画の策定

・研究開発に対する支援
・高専生や大学生を対象に人材

確保・育成プログラムを実施
・台湾とのMOU締結を契機とし

た販路開拓や産業交流

（１） 世界と戦える成長産業の戦略的集積

再生医療等の実用化・産業化を
目指す革新的プロジェクトを支援

半導体・蓄電池産業集積に向けた研究開発や人材
の確保・育成を支援

新

拡

継

継

県東部の産業団地整備を推進継

公共事業（産業基盤の整備）

・国際バルク戦略港湾施策やCNP形成に
向けた取組の推進などによる港湾の機
能強化

・高規格道路等の幹線道路網の整備・光市小周防において産業団地整備を推進

・再生医療、細胞治療、遺伝子治療等
の実用化に向けた先導的、先進的な
研究開発等を支援

GX産業拠点形成に向けた取組等の推進 更なる県内投資に向けた成長産業の集積

産業基盤の強化

・やまぐち未来開拓ロードプランの後継となる新たな道路
整備計画を策定

未来をつくる「稼ぐチカラ」の強化

継
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山口ＤＣや2027年国際園芸博覧会を契機とした
県産花きの需要創出と生産拡大を
一体的に推進

県産農産物等の販売数量増加に向けた
共同出荷体制を構築

新規農業就業者の確保・育成に向けた研修生・
新規就農者に対する支援金を引き上げ

関税等の影響も踏まえ輸出拡大の取組を強化
・輸出ユニットによる新たな販路開拓への支援
・関税等に対応する新規市場の調査、戦略的セールスの実施

新たな水産資源管理に即した生産体制への転換促進
に向けたブランド力強化支援

需要に応じた水稲生産の取組を強化

品質の確かな県産木材の供給
体制構築を支援

・R7：150万円/年 ⇒ R8：165万円/年

・高温耐性品種の導入促進と種子生産体制の整備を支援
・加工用米、飼料用米等の作付拡大を行う経営体への支援

・山口ＤＣ等の開催に合わせた体験
イベントの実施

・県産オリジナル花きの生産供給体制
の強化

国内外での需要の拡大

新

新

新

拡

・県産マグロのブランド力向上に
向けた漁獲技術の実証を支援

拡

未来をつくる「稼ぐチカラ」の強化

（２） 強い農林水産業の育成

・共同出荷体制のモデル構築により、
直売所等への出荷を増加

県産農林水産物の生産力強化

拡

県産畜産物の安定供給に向け、県産資源の新たな
飼料化を促進

拡

・酒粕などの食品製造残渣の飼料化に向けた取組を支援

夏期異常高温への対応技術の
研究開発を推進

拡
担い手確保・育成対策の充実

拡

継

継

継

継

・需要拡大が見込まれるＪＡＳ材の
認証取得に向け、中小の木材加工
業者を支援

・「知と技の拠点」において、野菜等の高温対応技術を開発
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山口ＤＣの主要企画となる文化財を核とした体験型
コンテンツを展開

観光協会等が行う統一的デザインによる観光空間づ
くりを支援

山口ＤＣの効果を最大限に高めるための情報発信や
県内周遊プロモーションを実施

・宇野千代をモデルとしたドラマの放送やユネスコ世界ジオ
パーク認定など、誘客の好機を捉えたプロモーション

・県内周遊の促進、JRMaaSデジタルパス造成 など

世界ジオパーク認定を契機とした
Mine秋吉台ジオパークの認知度
向上や来客促進を支援

・重点支援区域を設定し、集中的な支援を実施（補助率 3/4）

山口デスティネーションキャンペーン開催による観光客数の拡大、観光地の魅力向上

新

新

拡

未来をつくる「稼ぐチカラ」の強化

（３） 多彩な魅力を活かした観光産業の振興

・本県が世界に誇る「瑠璃光寺五重塔」、「錦帯橋」を核と
した観光体験コンテンツ及び周遊コースの提供

拡

外国人宿泊客の増加に向けた戦略的プロモーション
を実施

拡

・観光プロモーターと連携した重点５市場※からの誘客の拡大
・福岡エリアから本県への積極的な誘客の促進

※重点５市場…韓国・台湾・香港・中国・ASEAN

インバウンドの拡大

継

継

継

継

新

クルーズ船観光の拡大を見据えた専用コンテンツ造
成やセールス活動を実施

拡

世界大会を契機とした県の魅力発信

ピックルボール世界大会の開催に
合わせ、県の魅力を発信する
フェスタを開催

新

《開催日》令和８年６月６日（土）
７日（日）

《場 所》維新百年記念公園

・世界ジオパーク認定後に必要な取組等への支援
・観光客に向けた情報発信
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シニア人材の更なる活躍を促進するため、企業の
65歳超の雇用確保措置等を支援

・ＡＩを搭載したロボット導入など、
先駆的なＤＸによる生産性や付加
価値向上の取組を支援

《補助率》1/2（上限：先駆型 1,000万円）

新

新

拡

未来をつくる「稼ぐチカラ」の強化

（４） 地域経済を支える中小企業の強化

スタートアップの更なる創出・成長に向けた伴走
支援を強化

拡

・トップアクセラレーターによる事業成長や資金調達の個別
伴走支援

・エコシステムアンバサダーによるスタートアップの裾野拡大

新

未就業等の女性の更なる活躍機会創出に向け、
企業の多様なニーズに応じたデジタル人材を育成

拡

賃上げや働きやすい職場環境づくりへの支援（再掲）

多様な就業ニーズを踏まえた正規社員への転換支援
（再掲）

中小企業の生産性向上に向け、
ＤＸ・ロボティクス活用を支援

新 物価高や米国関税の影響に対応するため、適切な
価格転嫁に向けた取組や販路開拓を支援

新

・シニア雇用に意欲のある企業への課題解決支援

・価格転嫁に関するセミナーの開催、企業への伴走支援の実施
・国内、海外販路開拓への支援

中小企業の生産性向上・供給力の強化、人材の確保育成

海外市場のニーズや企業の取組段階に応じた海外
ビジネスの戦略的な取組を支援

《取組段階に応じた補助（上限）》
チャレンジ枠：50万円、ステップアップ枠：80万円
海外ビジネス牽引企業応援枠：150万円 など

継

移住創業・女性創業など多様な創業や円滑な事業承
継を促進

・創業支援金、移住創業支援金の支給
・経営課題診断員による、事業承継へ

の支援 など

継

《講座内容》プログラミング、ＡＩ
サイバーセキュリティ等
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全国トップクラスの子育て支援制度を
確保

妊産婦等が遠方の分娩取扱施設等にかかる際の
交通費等を支援

幼稚園・保育人材の確保に向け、
養成施設の講師等による高校訪問PRを実施

「やまぐち保育士・保育所支援
センター」の体制を強化し、
保育士確保等の取組を推進

人生 1 0 0 年を支える「安心」の確立

・第２子以降の保育料無償化
・不妊治療費用の負担軽減
・３歳未満児クラスへの保育士加配

への支援

（１） 育ち、育てる「安心」

継

新

新

継

子育て支援の充実

周産期・小児医療体制を確保
するため、産科小児科医療機関
を支援（３月補正）

第３子以降出産世帯に対する祝品贈呈について、
専用サイトから選べるようリニューアル

継 山口県みほり学園の建替を着実に
推進

《交通費》往復費用の８割
《宿泊費》実費額ー2,000円/泊

《支援対象》
・分娩数が減少している分娩取扱施設
・小児医療の拠点機能を持つ病院 等

こどもまんなか社会の実現に向け、「こども
まんなかアクション」リレーシンポジウムや、
こどもモニター事業を実施

拡

拡

拡

《R8整備内容》実施設計・仮設工事 等

・専用サイトで選べる祝品 ８万円分
（県産米、家事代行、子育て用品）
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高校生等を対象としたシビックテックコミュニティ
の運営

人生 1 0 0 年を支える「安心」の確立

（１） 育ち、育てる「安心」

拡

新

やまぐちスマートスクール構想2.0の推進教育活動・教育環境の充実

本県の産業人材育成の基盤である専門高校の魅力を
さらに向上

新

・地元企業と連携したPBLによる教育活動の充実
・専門高校の特色ある活動内容を紹介するイベントの開催

産業教育における実験・実習設備整備費を倍増し、
産業教育環境を充実

新《事業費》R7：約１億円 ⇒ R8：２億円

高校の空調整備完了に向け、恒常的に使用する特別
教室の整備を前倒して実施

拡

《恒常的に使用する特別教室整備率》R7：80％⇒ R12：100％

（参考：洋式化を要すトイレ整備率 R7：74％⇒ R11：100％）

「やまぐちっ子学習プリント」
に生成ＡＩによるサポート機能
を導入

新
拡

拡

拡

拡

新

・自動採点機能、生成AIサポート機能
学習ログ分析機能を付加
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人生 1 0 0 年を支える「安心」の確立

児童・生徒による地域の未来に
向けた提案や、地域の魅力の
リブランディング活動を実施

（１） 育ち、育てる「安心」

拡

新

新

「地域の創り手」育成やキャリア教育の推進

新

拡

小・中学校と高校、地域産業等
が一体となったキャリア教育
を推進

新

特別支援学校における「きらめき検定」について、
生徒の就労に資する内容となるよう見直し

拡

拡

拡

部活動の地域展開に向け、地域クラブ活動の休日の
活動費等を支援するとともに、指導者を確保・育成

新

部活動の地域展開の着実な推進

《支援対象》市町による認定を受けた地域クラブ活動
《支 援 額》文化：69万円/団体、スポーツ：67万円/団体

R7：４名体制 ⇒ R8：５名体制

いじめ・不登校対策の充実

スクールソーシャルワーカーによる支援体制を拡充

不登校児童生徒の段階的な教室復帰を目指す
「ステップアップルーム」を拡充

《小学校》新規設置 《中学校》R7：35校 ⇒ R8：増設

拡

拡 高校無償化・給食費負担軽減等に係る地方負担を
適切に予算措置

新

高校無償化・給食費負担軽減への対応

《私立高校授業料無償化》 
R7：118,800円 ⇒ R8：457,200円（国3/4 県1/4）

《給食費負担軽減（小学校分）》
公立：5,200円/月 特別支援：6,200円/月（国・県1/2）
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・企業向け受入プログラム構築の支援
・低学年層向けインターンシップ紹介

イベントの開催
・ＡＩのプッシュ型推薦機能等を活用

したマッチング支援
・インターンシップに係る交通費・宿泊費助成

《交通費・宿泊費》各最大６万円（実質全額補助）

就職活動の早期化に対応し、インターンシップ受入体制
を強化

デジタルツールを活用した従業員の意識の見える化
により働きがいを高める職場づくりを支援

女性管理職割合の向上等に向け企業間交流会を実施

新 新

拡

・自社課題の見える化を図るセルフチェック
ツールの構築

・エンゲージメントサーベイツール導入
による、働きがい向上モデルの構築

若者の視点を取り入れた企業の魅力向上に向けた取組
を実施

継

学生を主なターゲットとした県内企業認知度向上の
取組を充実

継

・広島県、福岡県にキャリアコンサルタントを配置
・新卒、第二新卒の県内企業への就職活動応援補助金

《交通費》最大６万円（実質全額補助）

・経営者が学生と自社の魅力を引き出す検討を行うセミナー
・学生が主体となって企画・運営する企業紹介イベント
・奨学金返還支援制度を創設した企業への奨励金の給付

《支給額》60万円/社

シニア人材の更なる活躍を促進するため、
企業の65歳超の雇用確保措置等を支援

新

・企業向けセミナーの開催
・シニア雇用に意欲のある企業への専門家派遣
・シニア雇用の課題解決に向けた手引き作成

若者の県内就職の促進、柔軟で働きやすい職場づくりへの支援

人生 1 0 0 年を支える「安心」の確立

（２） 働ける「安心」



14

地域公共交通のリ・デザインの推進

官民一体で地域公共交通の将来像を検討・共有新

デジタル実装による暮らしの基盤強化

・山口県地域公共交通ビジョン（仮称）
を策定

・運転士確保に向けた就業環境整備への
集中支援

・更なるＤＸ化に向けたシステム整備へ
の集中支援

継 美祢線のＢＲＴ転換に向け、県・沿線３市等で構成
する協議会において事業実施計画を策定

Y-BASEを核とした最新の生成ＡＩ技術の活用によ
る課題解決モデル事例の創出

拡

継 自動運転コミュニティバスの
令和９年度の実装に向け、
レベル４での認可取得に
向けた実証を実施

・自律的な判断で業務を代行するAIエージェント等の導入

・右折や路駐回避などの精度の向上
・遠隔監視システムの活用による実装コストの低減

継

《R8整備箇所》
体験学習施設・アーバンスポーツ施設
未就学児向け遊具広場
交流館・休憩施設
森の学習館、キャノピーウォーク

山口きらら博記念公園みらいビジョンに沿った
再整備を着実に推進

市町と連携した移住・定住対策の推進

山口きらら博記念公園の交流拠点化

女性をターゲットとした移住対策
の実施
・YouTubeによる女性向け情報発信
・福岡県でのやまぐち移住フェアの開催
・市町による女性移住者の居場所づくり

を支援

若者の住宅ローン負担軽減の支援対象期間を延長

《補 助 額》毎月の利子支払い額の1/2（上限10,000円/月）

《対象期間》R7年度居住開始：29歳に達する年度の末まで
R8年度居住開始：５年間又は29歳に達する年度

の末までのいずれか長い方

拡

新

人生 1 0 0 年を支える「安心」の確立

（３） 豊かに暮らせる「安心」
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避難所における災害関連死対策の必要性を踏まえ、
避難所の環境改善に必要な資機材を整備

南海トラフ地震被害想定を踏まえ、県内をカバー
する県版ローカルDMAT養成により災害時医療
体制を強化

《 草 刈 り 》R7：9.0億円 ⇒ R8：13.6億円
《白線整備》R7：2.0億円 ⇒ R8： 3.0億円
《河川浚渫》R7：8.4億円 ⇒ R8：12.5億円 

南海トラフ地震の被害想定を
踏まえた津波被害の早期避難
体制づくりを促進

新

新

・簡易ベッド、テント式パーテーションについて、市町等と
連携して整備体制を増強

防災・減災、国土強靱化による災害に強い県づくり

拡

安心・安全な暮らしを支えるインフラ整備・管理

新たな道路整備計画の策定（再掲）新

道路の草刈りや白線整備、河川浚渫等の維持管理を
拡充して実施

拡

国の「第1次国土強靱化実施中期計画」に呼応した
防災・減災、国土強靱化の取組の加速

継

広域河川改修、橋りょう補修等

「やまぐち版クマ被害防止対策パッケージ」

市町のパトロールや緊急銃猟に係る巡回経費等
を支援

新

クマハンターの確保・育成訓練
や、市町の緊急銃猟に必要な
初期装備品購入経費支援を実施

拡

（３月補正）

狩猟免許取得経費の助成額を増額

《第一種銃猟》R7：20千円 ⇒ R8：53千円（射撃訓練分）

継

人生 1 0 0 年を支える「安心」の確立

（３） 豊かに暮らせる「安心」

拡
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地域医療提供体制の確保

将来の地域にあるべき医療の確保に向け、「新たな
地域医療構想」を策定

新

県医療の中核を担う、県立総合医療センター等の
建替・機能強化を着実に推進

継

《総合医療センター》用地取得
造成工事

《環境保健センター》本体設計

「重点医師偏在対策支援区域」を対象に、医師派遣
や医師確保等の取組を行う医療機関を支援

新

《支援対象》
・診療所を承継・開業する者
・医師を派遣する医療機関
・宿直室等の新設、増改築を行う医療機関（３月補正）等

企業版ふるさと納税を活用し、高度医療提供や医師
養成を行う特定機能病院の機能拡充を支援（３月補正）

新

看護教員の相談体制の構築や、専門看護師の養成
支援等により看護教育体制を強化

新

・看護教員の相談体制の構築
・専門看護師教育課程に看護師を派遣する医療機関への支援

介護ロボットやICT等の介護テクノロジー導入への
支援を拡充

介護現場の生産性を向上するため、
ケアプランデータ連携システムの利用を支援

質の高い外国人介護人材の円滑な受入・定着に向け、
介護施設等に対し、切れ目ない支援を実施

介護提供体制の充実

拡

新

新

《対象経費》介護ロボット導入、ICT導入
《補 助 率》R7：3/4  ⇒ R8：4/5

・ケアプランデータのオンライン化を行うモデル地域づくり

居宅介護支援事業所の人材確保等の取組を支援
（３月補正）

新

《補助対象》採用活動、業務負担軽減、経営改善など

・介護施設の海外での採用活動等に係る経費への補助など

拡

健康づくりの推進等

高齢者や若年女性の低栄養予防改善の取組を実施

無歯科医地区等における巡回車を活用した歯科健診
モデル事業を実施

拡 「こども・若者の自殺危機対応チーム」を設置

拡

手話通訳者の確保・養成等を推進新

人生 1 0 0 年を支える「安心」の確立

（４） 長く健やかに生きる「安心」
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